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6. 研究成果発表等の見通し及び今後の研究計画の方向性(1/2ページ程度を目安に記入すること）
前述のように，派遣期間中に， 手首の移動軌跡に基づくジェスチャ ー検出に関する論文の投稿と，

機械学習を用いたジェスチャ ー検出に関する研究に概ね一 区切りをつけられた． 今後は機械学習を
用いたジェスチャ ー検出に関する研究をさらに進める まず， 手法の改良を試みる ． アノテ ーショ
ンはフレーム単位で推定されているため， 例えばlフレームだけジェスチャ ーとアノテ ーションさ
れる可能性もあるが， 実際に人がそのように高速にジェスチャ ーをするとは考えにくい ． そこで推
定後の確率にフィルタ処理などを適用し， そのような誤推定を除き精度向上を図る． 次に， さらに
実験を行い手法の効果検証を進める． これまではジェスチャ ーかどうかの二値分類だったが， デー

タセットにはジェスチャ ーの種類のアノテ ーションもある． そこでジェスチャ ーの種類の分類まで
が可能か検討する． デー タセットには参加者が座位と立位の動画が含まれているが， 姿勢による精
度の影響があるか， 立位の動画のみ学習したネットワ ー クで座位の動画の推定が可能か， などの実
験も行う予定である ． また提案手法と， 既存研究やベースライン手法との比較実験を行う． 最後に
これらの結果をまとめ上げ骨子ができている論文を完成させ， 英文論文誌へ投稿する． 近いうちに
投稿する予定である．

前段では近い将来の方向性について述べたが， 長い期間での方向性についても述べる． 渡航前は
データセットの公開までを考えていたが， 人のジェスチャ ーを記録した動画の公開はプライバシー

の観点から容易ではない． 特に発話内容なども関連するジェスチャ ーにおいては， 顔を隠しての公
開では有用性が低下する恐れがある． また， 言語学者の集うGrazia先生の研究室に身を置いて， ア
ノテ ーション作業を軽減する使いやすいツ ールがもっとも現場では求められていると実感した． 現
在は ELAN や ANVIL がよく使われるアノテ ーションツ ールだが，まだ改良の余地が多いようであった．
そこで将来的には， より使いやすく便利なアノテ ーションツ ールの研究も行ってみたい．

7. 本プログラムに採用されたことで得られたこと(1/2ページ程度を目安に記入すること）
ここでは研究以外の面について述べる． 採択から渡航までの期間が短かったこともあり， ビザの

取得から苦労した他にも， 渡航後の滞在許可証の取得， 雨漏りなどの宿でのトラブル対応， 意外
と多かった英語が通じない場面（イタリア語を少しでも勉強しておくべきだった）など， 慣れない
環境での生活は決して楽しいことばかりではなかったが， そのような環境である程度の期間一人で
生活したことは， 大変貴重な経験であったし， いろいろな面で私に大きな自信を与えてくれた． 今
後海外での研究という可能性も考えられるようになった． 海外で研究できる機会はいつでも簡単に
手に入るわけではないから， その意味でも貴重な経験だったし， それを学生であるうちに経験でき
たのは素晴らしかった． 英語だけでコミュニケ ーションや研究の議論をしたことも自信になったし，
単純に英語の勉強にもなった． イタリア人の英語の発音は日本人にとって聞き取りやすいようで，
英語での苦労は意外と少なかったように思う ．

私は本プログラムに採用される以前からGrazia先生の研究室と共同研究をしていたが， 今回の滞
在で先生や学生たちとより一層良い関係を築けた． これからも長い期間で一緒に研究できる可能性
が広がった． 国外の研究者たちとのネットワ ー クは素晴らしいし， かけがえのない友人もできた．

研究室の学生には研究のことだけでなく， イタリアの政治や情勢についてもいろいろと教えても
らえたし， 休日にはイタリア国内を見て回り， イタリアという国について理解を深められた． また
それを通して， 他国の理解， 日本の理解， 国際的な視点も深められた．
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